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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　数多くの有害動物を侵入させることができる大きさの囲い罠と、

　その囲い罠における出入口の自重落下式開閉扉を、その出入口の開扉状態から閉扉状態

へ落下させるための制御装置と、

　上記囲い罠の内部や周辺に居る有害動物を撮影し、その撮影したライブ画像をデジタル

情報として、インターネット経由でユーザー情報端末へ送信するサーバ機能を有するネッ

トワークカメラと、

　そのネットワークカメラから受信した上記デジタル情報を閲覧できる携帯電話器やタブ

レット端末、パソコンなどのユーザー情報端末とを備えた有害動物捕獲用の遠隔操作シス

テムであって、

　上記ネットワークカメラのモーション検知機能により囲い罠の内部へ侵入した有害動物

を検知し、その検知出力に基いて有害動物のみならず囲い罠も撮影したライブ画像を、監

視者のユーザー情報端末へ送信して、

　そのライブ画像を閲覧した監視者が、有害動物の種別や頭数、個体の大きさ、囲い罠周

辺の様子を全体的に把握して、自から判断したタイミングのもとで、ユーザー情報端末か

ら上記囲い罠における開閉扉の制御装置を遠隔操作することにより、その開閉扉を出入口

の閉扉状態に落下させると共に、

　上記有害動物の種別や侵入時刻、侵入回数、群れ行動の統計的な情報を、ネットワーク

カメラの記憶部に蓄積するように定めたことを特徴とする有害動物捕獲用の遠隔操作シス
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テ ム 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 鹿 や 猪 な ど の 有 害 動 物 を 一 度 に 数 多 く 捕 獲 す る た め の 有 用 な 遠 隔 操 作 シ ス テ ム

に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 野 生 の 鹿 や 猪 、 そ の 他 の 群 れ て 行 動 す る 有 害 動 物 を 、 一 度 に 数 多 く 捕 獲 す る た め の 装 置

／ シ ス テ ム と し て 、 特 許 文 献 １ 、 ２ に 記 載 の ２ 種 が 提 案 さ れ て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ４ １ ４ ５ ７ ０ ８ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ １ ２ － ５ ５ ２ ３ ２ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 と こ ろ が 、 上 記 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る 捕 獲 装 置 の 場 合 、 光 電 セ ン サ ー の 感 知 時 点

か ら 時 間 的 猶 予 を お い て 、 そ の 時 差 （ 通 常 １ ０ 分 以 内 ） を 時 差 設 定 器 に 設 定 し 、 光 電 セ ン

サ ー に よ る 動 物 の 感 知 時 点 に 遅 延 さ せ て 、 檻 の 扉 を 落 下 ・ 閉 鎖 す る よ う に な っ て お り 、 そ

の 檻 内 に 入 る 動 物 の 様 子 や 個 数 な ど を リ ア ル タ イ ム に 監 視 し 乍 ら 、 上 記 扉 を 落 下 ・ 閉 鎖 さ

せ る べ く 、 操 作 す る 方 法 で は な い た め 、 有 害 動 物 を 一 度 に 数 多 く 捕 獲 で き る 確 実 性 ・ 信 頼

性 に 劣 る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 他 方 、 特 許 文 献 ２ に 記 載 さ れ て い る 捕 獲 シ ス テ ム で は 、 捕 獲 現 場 の 様 子 を 撮 影 し た 映 像

に 基 い て 、 遠 隔 地 か ら リ ア ル タ イ ム に 監 視 し 、 無 線 通 信 で の 遠 隔 操 作 に よ り 、 囲 い ワ ナ の

閉 塞 部 を 作 動 さ せ る よ う に な っ て い る た め 、 有 害 動 物 を 一 度 に 数 多 く 捕 獲 で き る 確 実 性 ・

信 頼 性 が あ る 反 面 、 そ の 無 線 通 信 機 器 が 基 地 局 を 介 さ な い で 直 接 に 無 線 通 信 で き る 特 定 小

電 力 ト ラ ン シ ー バ ー と し て 、 そ の 周 波 数 の 限 ら れ た 電 波 は 近 距 離 通 信 し か 行 え ず 、 障 害 を

受 け や す い た め 、 捕 獲 現 場 か ら 約 １ ０ ０ ｍ 離 れ た 場 所 へ 特 別 な 監 視 小 屋 を 設 置 し て 、 そ こ

に 監 視 者 の 待 機 す る 必 要 が あ り 、 何 時 ・ 何 処 で も 便 利 良 く 使 用 す る こ と が で き な い 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 発 明 は こ の よ う な 課 題 の 改 良 を 目 的 と し て お り 、 そ の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項

１ で は 数 多 く の 有 害 動 物 を 侵 入 さ せ る こ と が で き る 大 き さ の 囲 い 罠 と 、

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 そ の 囲 い 罠 に お け る 出 入 口 の 自 重 落 下 式 開 閉 扉 を 、 そ の 出 入 口 の 開 扉 状 態 か ら 閉 扉 状 態

へ 落 下 さ せ る た め の 制 御 装 置 と 、

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 上 記 囲 い 罠 の 内 部 や 周 辺 に 居 る 有 害 動 物 を 撮 影 し 、 そ の 撮 影 し た ラ イ ブ 画 像 を デ ジ タ ル

情 報 と し て 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 経 由 で ユ ー ザ ー 情 報 端 末 へ 送 信 す る サ ー バ 機 能 を 有 す る ネ ッ

ト ワ ー ク カ メ ラ と 、

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 そ の ネ ッ ト ワ ー ク カ メ ラ か ら 受 信 し た 上 記 デ ジ タ ル 情 報 を 閲 覧 で き る 携 帯 電 話 器 や タ ブ

レ ッ ト 端 末 、 パ ソ コ ン な ど の ユ ー ザ ー 情 報 端 末 と を 備 え た 有 害 動 物 捕 獲 用 の 遠 隔 操 作 シ ス

テ ム で あ っ て 、

【 ０ ０ １ ０ 】

　 上 記 ネ ッ ト ワ ー ク カ メ ラ の モ ー シ ョ ン 検 知 機 能 に よ り 囲 い 罠 の 内 部 へ 侵 入 し た 有 害 動 物

を 検 知 し 、 そ の 検 知 出 力 に 基 い て 有 害 動 物 の み な ら ず 囲 い 罠 も 撮 影 し た ラ イ ブ 画 像 を 、 監
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視 者 の ユ ー ザ ー 情 報 端 末 へ 送 信 し て 、

【 ０ ０ １ １ 】

　 そ の ラ イ ブ 画 像 を 閲 覧 し た 監 視 者 が 、 有 害 動 物 の 種 別 や 頭 数 、 個 体 の 大 き さ 、 囲 い 罠 周

辺 の 様 子 を 全 体 的 に 把 握 し て 、 自 か ら 判 断 し た タ イ ミ ン グ の も と で 、 ユ ー ザ ー 情 報 端 末 か

ら 上 記 囲 い 罠 に お け る 開 閉 扉 の 制 御 装 置 を 遠 隔 操 作 す る こ と に よ り 、 そ の 開 閉 扉 を 出 入 口

の 閉 扉 状 態 に 落 下 さ せ る と 共 に 、

【 ０ ０ １ ２ 】

　 上 記 有 害 動 物 の 種 別 や 侵 入 時 刻 、 侵 入 回 数 、 群 れ 行 動 の 統 計 的 な 情 報 を 、 ネ ッ ト ワ ー ク

カ メ ラ の 記 憶 部 に 蓄 積 す る よ う に 定 め た こ と を 特 徴 と す る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ３ 】

　 請 求 項 １ の 上 記 構 成 に よ れ ば 、 監 視 者 が 自 か ら の 携 帯 電 話 器 や そ の 他 の ユ ー ザ ー 情 報 端

末 を 使 っ て 、 捕 獲 設 備 で あ る 囲 い 罠 の 据 付 け 場 所 か ら 制 限 な く 離 れ た 遠 隔 地 に お い て 、 そ

の 囲 い 罠 や 有 害 動 物 の 様 子 を リ ア ル タ イ ム に 観 察 ・ 把 握 し 乍 ら 、 希 望 す る 最 も 効 果 的 な タ

イ ミ ン グ の も と に 、 上 記 囲 い 罠 に お け る 開 閉 扉 の 制 御 装 置 （ マ イ ク ロ コ ン ト ロ ー ラ ー ） を

操 作 し て 、 そ の 制 御 装 置 か ら 出 力 す る 命 令 信 号 に よ り 、 囲 い 罠 を 有 害 動 物 の 捕 獲 状 態 に 作

動 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 そ の 場 合 、 捕 獲 設 備 の 囲 い 罠 は 数 多 く の 有 害 動 物 を 侵 入 さ せ 得 る 大 き さ で あ る た め 、 鹿

や 猪 な ど の 群 れ て 行 動 す る 野 生 動 物 を 、 し か も そ の 大 き な 個 体 だ け 一 度 に 数 多 く 捕 獲 す る

こ と が で き る の で あ り 、 捕 獲 効 率 が 著 し く 向 上 す る 。 目 的 と し な い 動 物 種 や そ の 小 さ な 個

体 、 人 間 な ど が 誤 っ て 囲 い 罠 の 内 部 に 閉 じ 込 め ら れ る お そ れ は な い の で 、 安 全 性 に も 優 れ

る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 又 、 囲 い 罠 の 内 部 へ 侵 入 し た 有 害 動 物 の み な ら ず 、 そ の 出 入 口 を 含 む 囲 い 罠 の 周 辺 も 撮

影 し 、 そ の ラ イ ブ 画 像 を 監 視 者 が 閲 覧 す る よ う に な っ て い る た め 、 囲 い 罠 の 周 辺 に 居 る 有

害 動 物 の 様 子 な ど も 含 む 全 体 的 な 判 断 を 行 え 、 そ の 周 辺 に 未 だ 数 多 く 居 た 有 害 動 物 が 逃 げ

て 、 二 度 と 近 づ か な く な る よ う な 問 題 を 生 じ る お そ れ は な い 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 更 に 、 サ ー バ 機 能 を 有 す る ネ ッ ト ワ ー ク カ メ ラ の モ ー シ ョ ン （ 動 体 ） 検 知 機 能 に よ っ て

、 囲 い 罠 に 対 す る 有 害 動 物 の 侵 入 を 検 知 し て い る た め 、 別 個 な 赤 外 線 セ ン サ ー な ど の 侵 入

検 知 セ ン サ ー を 出 入 口 の 周 辺 へ 設 置 す る 必 要 が な く 、 コ ス ト ダ ウ ン を 図 れ る ほ か 、 そ の ネ

ッ ト ワ ー ク カ メ ラ の 記 憶 部 へ 有 害 動 物 の 種 別 や 侵 入 時 刻 、 侵 入 回 数 、 群 れ 行 動 の 統 計 的 な

情 報 を 蓄 積 す る こ と に よ り 、 捕 獲 効 率 の 向 上 に 役 立 て る こ と が で き る 効 果 も あ る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ７ 】

【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 有 害 動 物 捕 獲 用 の 遠 隔 操 作 シ ス テ ム に 使 用 さ れ る 囲 い 罠 を 示 す 全 体

概 略 斜 面 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 図 １ の 部 分 拡 大 斜 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 上 記 遠 隔 操 作 シ ス テ ム の 概 略 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ８ 】

　 以 下 、 図 面 に 基 い て 本 発 明 の 実 施 形 態 を 詳 述 す る と 、 そ の 本 発 明 に 係 る 有 害 動 物 捕 獲 用

の 遠 隔 操 作 シ ス テ ム は 図 １ ～ ３ の よ う に 、 野 生 の 有 害 動 物 を 捕 獲 す る 囲 い 罠 （ Ｔ ） と 、 そ

の 囲 い 罠 （ Ｔ ） に お け る 出 入 口 （ １ ０ ） の 開 閉 扉 （ １ １ ） を 有 害 動 物 の 捕 獲 状 態 に 作 動 さ

せ る 制 御 装 置 （ マ イ ク ロ コ ン ト ロ ー ラ ー ） （ １ ２ ） と 、 上 記 囲 い 罠 （ Ｔ ） の 内 部 や 周 辺 に

居 る 有 害 動 物 を 撮 影 し 、 そ の 画 像 デ ー タ を 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク （ イ ン タ ー ネ ッ ト ） （ Ｎ ） 経

由 で ユ ー ザ ー 情 報 端 末 （ Ｍ ） へ 送 信 す る ネ ッ ト ワ ー ク カ メ ラ （ Ｃ ） と 、 そ の ネ ッ ト ワ ー ク

カ メ ラ （ Ｃ ） か ら 上 記 画 像 デ ー タ を 受 信 し 、 随 時 閲 覧 （ モ ニ タ リ ン グ ） で き る 携 帯 電 話 器

や タ ブ レ ッ ト 端 末 、 パ ソ コ ン な ど の ユ ー ザ ー 情 報 端 末 （ Ｍ ） と を 備 え て い る 。
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【 ０ ０ １ ９ 】

　 そ し て 、 上 記 囲 い 罠 （ Ｔ ） の 据 付 け 現 場 に あ る ネ ッ ト ワ ー ク カ メ ラ （ Ｃ ） が 撮 影 し た 有

害 動 物 の 画 像 デ ー タ を 、 そ の 現 場 か ら の 遠 隔 地 （ 一 般 家 庭 や 市 役 所 、 監 視 セ ン タ ー な ど ）

に 居 る 監 視 者 が 、 ユ ー ザ ー 情 報 端 末 （ Ｍ ） の 表 示 部 （ 画 像 出 力 部 ） に よ り 閲 覧 し 、 そ の ユ

ー ザ ー 情 報 端 末 （ Ｍ ） に よ り 上 記 囲 い 罠 （ Ｔ ） の 制 御 装 置 （ １ ２ ） を 遠 隔 操 作 し て 、 そ の

制 御 装 置 （ １ ２ ） か ら 出 力 す る 命 令 信 号 に 基 き 、 囲 い 罠 （ Ｔ ） の 上 記 開 閉 扉 （ １ １ ） を 有

害 動 物 の 捕 獲 状 態 に 作 動 さ せ る よ う に な っ て い る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 上 記 主 要 な 構 成 部 材 の う ち 、 先 ず 有 害 動 物 捕 獲 設 備 と し て の 囲 い 罠 （ Ｔ ） は 群 れ て 行 動

す る 野 生 の 鹿 に ふ さ わ し い 設 備 と し て 、 図 １ 、 ２ の よ う な １ 個 の 出 入 口 （ １ ０ ） と そ の 背

高 い 昇 降 ガ イ ド 支 柱 （ 開 口 枠 ） （ １ ３ ） に 沿 っ て 昇 降 し 得 る 自 重 落 下 式 の 開 閉 扉 （ １ １ ）

を 具 備 し て お り 、 そ の 開 閉 扉 （ １ １ ） を 監 視 者 が 後 述 の 遠 隔 操 作 に よ り 落 下 さ せ て 、 出 入

口 （ １ ０ ） を す ば や く 閉 鎖 し 、 一 度 に 数 多 く の 鹿 を 捕 獲 す る こ と が で き る よ う に な っ て い

る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 そ の 場 合 、 上 記 囲 い 罠 （ Ｔ ） の 壁 面 は 強 固 な 金 属 製 の 縁 取 り 骨 材 （ １ ４ ） や 交 錯 線 条 材

（ １ ５ ） 又 は 柵 材 か ら 、 内 部 全 体 を 透 視 で き る よ う に 製 作 さ れ て い る が 、 特 に そ の 壁 面 の

上 端 部 を 内 向 き に 折 り 曲 げ ら れ た 傾 斜 肩 面 （ １ ６ ） や 忍 び 返 し な ど と し て 、 捕 獲 時 に 激 し

く 動 き 廻 る 鹿 が 飛 び 越 え る お そ れ を 防 止 し て い る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 （ １ ７ ） は 上 記 囲 い 罠 （ Ｔ ） の 出 入 口 （ １ ０ ） 付 近 に 立 設 さ れ た 強 固 な 支 柱 で あ っ て 、

図 ２ か ら 明 白 な よ う に 、 そ の 上 端 部 に は ソ ー ラ ー パ ネ ル （ １ ８ ） が 、 同 じ く 中 途 高 さ 位 置

に は 有 害 動 物 を 監 視 す る ネ ッ ト ワ ー ク カ メ ラ （ Ｃ ） と 制 御 ボ ッ ク ス （ Ｂ ） が 、 更 に 下 端 部

に は 電 源 ボ ッ ク ス （ １ ９ ） が 各 々 取 り 付 け 固 定 さ れ て い る 。 そ の 電 源 ボ ッ ク ス （ １ ９ ） に

内 蔵 さ れ て い る バ ッ テ リ （ ２ ０ ） を 、 ソ ー ラ ー パ ネ ル （ １ ８ ） か ら の 自 然 （ 太 陽 ） エ ネ ル

ギ ー に よ っ て 充 電 で き る よ う に な っ て い る が 、 そ の バ ッ テ リ （ ２ ０ ） に 代 る Ａ Ｃ １ ０ ０ Ｖ

の 電 源 設 備 を 現 場 に 構 築 し て も 良 い 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 又 、 （ ２ １ ） は 一 定 長 さ の 扉 吊 持 ワ イ ヤ ー で あ っ て 、 そ の 一 端 部 が 上 記 出 入 口 （ １ ０ ）

の 開 閉 扉 （ １ １ ） に 連 結 一 体 化 さ れ て お り 、 残 る 他 端 部 に ス ト ッ パ ー ピ ン （ ２ ２ ） が 巻 き

付 け ら れ て い る 。 （ ２ ３ ） は そ の ス ト ッ パ ー ピ ン （ ２ ２ ） を 囲 い 罠 （ Ｔ ） の 壁 面 へ 押 え 付

け 拘 束 す る こ と に よ っ て 、 上 記 開 閉 扉 （ １ １ ） を 囲 い 罠 （ Ｔ ） の 出 入 口 （ １ ０ ） か ら 上 昇

し た 開 扉 状 態 に 仮 り 止 め 保 持 す る ト リ ガ ー で あ り 、 こ れ を ア ク チ ュ エ ー タ ー （ ２ ４ ） に よ

っ て 進 退 移 動 さ せ る よ う に な っ て い る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 そ の 開 閉 扉 用 ト リ ガ ー （ ２ ３ ） の ア ク チ ュ エ ー タ ー （ ２ ４ ） は 図 示 実 施 形 態 の 場 合 、 上

記 バ ッ テ リ （ ２ ０ ） を 電 源 と し て 回 転 駆 動 さ れ る モ ー タ ー で あ り 、 そ の 出 力 軸 上 の リ ー ル

（ 図 示 省 略 ） に 巻 き 付 け ら れ る 索 条 （ ２ ５ ） の 先 端 部 が 上 記 ト リ ガ ー （ ２ ３ ） に 取 り 付 け

固 定 さ れ て い る の で あ る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 つ ま り 、 そ の 開 閉 扉 用 ト リ ガ ー （ ２ ３ ） を ア ク チ ュ エ ー タ ー （ ２ ４ ） の 作 動 に よ っ て 引

き 戻 し 後 退 さ せ れ ば 、 上 記 扉 吊 持 ワ イ ヤ ー （ ２ １ ） の 先 端 部 に あ る ス ト ッ パ ー ピ ン （ ２ ２

） と 、 ト リ ガ ー （ ２ ３ ） と の 交 叉 す る 係 止 状 態 （ 仕 掛 け ） が 解 除 さ れ る こ と に な る 結 果 、

上 記 出 入 口 （ １ ０ ） の 開 閉 扉 （ １ １ ） は 自 重 に よ り 落 下 し て 、 囲 い 罠 （ Ｔ ） の 出 入 口 （ １

０ ） を 閉 扉 状 態 に 確 保 し 、 有 害 動 物 を 捕 獲 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 上 記 制 御 ボ ッ ク ス （ Ｂ ） に は 開 閉 扉 用 ト リ ガ ー （ ２ ３ ） の ア ク チ ュ エ ー タ ー （ モ ー タ ー

） （ ２ ４ ） と 、 そ の ア ク チ ュ エ ー タ ー （ ２ ４ ） を 作 動 さ せ る 制 御 装 置 （ マ イ ク ロ コ ン ト ロ

ー ラ ー ） （ １ ２ ） と が 内 蔵 設 置 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】
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　 更 に 、 上 記 ネ ッ ト ワ ー ク カ メ ラ （ Ｃ ） は サ ー バ 機 能 を 有 し 、 図 ３ の よ う な 有 害 動 物 監 視

用 の Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ （ ２ ６ ） と こ れ に よ り 撮 影 さ れ た ラ イ ブ 画 像 （ 動 画 ） を 光 電 変 換 す る 画

像 入 力 部 （ ２ ７ ） 、 そ の 光 電 変 換 さ れ た 画 像 を Ｊ Ｐ Ｅ Ｇ や Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ な ど の 形 式 に 圧 縮 処 理

す る 画 像 処 理 部 （ ２ ８ ） 、 イ ン タ ー ネ ッ ト （ Ｎ ） に 接 続 さ れ て い る 通 信 部 （ ２ ９ ） の ほ か

、 Ｃ Ｐ Ｕ な ど の 中 央 制 御 部 （ ３ ０ ） と 上 記 ユ ー ザ ー 情 報 端 末 （ Ｍ ） の メ ー ル ア ド レ ス 格 納

部 （ ３ １ ） 、 モ ー シ ョ ン （ 動 体 ） 検 知 部 （ ３ ２ ） 、 上 記 Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ （ ２ ６ ） の 作 動 を 制

御 す る カ メ ラ 制 御 部 （ ３ ３ ） 、 有 害 動 物 の 画 像 や 侵 入 時 刻 な ど の 各 種 情 報 を 蓄 積 す る 記 憶

部 （ ３ ４ ） な ど も 具 備 し た 構 成 と し て 、 そ の Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ （ ２ ６ ） が 上 記 囲 い 罠 （ Ｔ ） の

内 部 や 出 入 口 （ １ ０ ） の 周 辺 な ど を 撮 影 で き る 指 向 状 態 に あ る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 そ し て 、 そ の ネ ッ ト ワ ー ク カ メ ラ （ Ｃ ） の 具 備 す る モ ー シ ョ ン 検 知 機 能 に よ っ て 、 有 害

動 物 が 上 記 囲 い 罠 （ Ｔ ） の 内 部 へ 侵 入 し た こ と を 検 知 し 、 そ の 検 知 出 力 情 報 に 基 い て 、 上

記 カ メ ラ 制 御 部 （ ３ ３ ） が Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ （ ２ ６ ） の 作 動 を 制 御 す る よ う に な っ て い る 。 そ

の 制 御 内 容 と し て は 撮 影 回 数 や カ メ ラ の 方 向 変 換 、 ズ ー ム な ど の 作 動 を 挙 げ る こ と が で き

る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 尚 、 ネ ッ ト ワ ー ク カ メ ラ （ Ｃ ） に 内 蔵 さ れ て い る 上 記 構 成 部 材 が 、 す べ て バ ス ラ イ ン で

接 続 さ れ て い る こ と は 言 う ま で も な い 。 や は り 図 示 省 略 し て あ る が 、 上 記 有 害 動 物 監 視 用

の ネ ッ ト ワ ー ク カ メ ラ （ Ｃ ） と 、 上 記 囲 い 罠 （ Ｔ ） の 開 閉 扉 （ １ １ ） を 作 動 さ せ る 制 御 装

置 （ マ イ ク ロ コ ン ト コ ロ ー ラ ー ） （ １ ２ ） は 、 ３ Ｇ ネ ッ ト ワ ー ク な ど の 電 話 回 線 を 介 し て

イ ン タ ー ネ ッ ト （ Ｎ ） に 接 続 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 他 方 、 先 に 一 言 し た 携 帯 電 話 器 や タ ブ レ ッ ト 端 末 、 パ ソ コ ン な ど の ユ ー ザ ー 情 報 端 末 （

Ｍ ） は 、 図 ３ の よ う な Ｃ Ｐ Ｕ な ど か ら 成 る 中 央 制 御 部 （ ３ ５ ） と 、 上 記 イ ン タ ー ネ ッ ト （

Ｎ ） に 接 続 さ れ て い る 通 信 部 （ ３ ６ ） と 、 タ ッ チ パ ネ ル や キ ー な ど の 操 作 部 （ 入 力 部 ） （

３ ７ ） と 、 上 記 ネ ッ ト ワ ー ク カ メ ラ （ Ｃ ） の 画 像 表 示 で き る 画 像 出 力 部 （ 表 示 部 ） （ ３ ８

） と を 備 え て お り 、 呼 出 音 や 振 動 を 発 生 し 得 る こ と は 言 う ま で も な い 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 そ の た め 、 有 害 動 物 や そ の 捕 獲 設 備 で あ る 囲 い 罠 （ Ｔ ） の 撮 影 画 像 を 閲 覧 し た 監 視 者 が

、 そ の ユ ー ザ ー 情 報 端 末 （ Ｍ ） か ら イ ン タ ー ネ ッ ト （ Ｎ ） を 介 し て 上 記 ネ ッ ト ワ ー ク カ メ

ラ （ Ｃ ） へ 、 そ の ネ ッ ト ワ ー ク カ メ ラ （ Ｃ ） か ら 更 に 上 記 囲 い 罠 （ Ｔ ） の 制 御 装 置 （ １ ２

） へ 、 そ の 囲 い 罠 （ Ｔ ） に お け る 開 閉 扉 用 ト リ ガ ー （ ２ ３ ） の ア ク チ ュ エ ー タ ー （ モ ー タ

ー ） （ ２ ４ ） が 有 害 動 物 を 捕 獲 す べ く 作 動 制 御 す る 指 示 命 令 を 送 信 （ 入 力 ） し 得 る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 ユ ー ザ ー 情 報 端 末 （ Ｍ ） か ら の 命 令 信 号 を 受 信 し た ネ ッ ト ワ ー ク カ メ ラ （ Ｃ ） の 中 央 制

御 部 （ ３ ０ ） が 同 じ 現 場 に あ る 囲 い 罠 （ Ｔ ） の 制 御 装 置 （ １ ２ ） へ 、 上 記 ト リ ガ ー （ ２ ３

） の ア ク チ ュ エ ー タ ー （ モ ー タ ） （ ２ ４ ） が 囲 い 罠 （ Ｔ ） に お け る 出 入 口 （ １ ０ ） の 開 閉

扉 （ １ １ ） を 落 下 さ せ る べ く 、 そ の 作 動 命 令 信 号 を 入 力 で き る よ う に な っ て い る の で あ る

。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 次 に 、 本 発 明 の 使 用 に よ る 有 害 動 物 の 捕 獲 方 法 を 説 明 す る と 、 そ の 捕 獲 設 備 の 囲 い 罠 （

Ｔ ） を 目 的 と す る 野 生 の 鹿 や 猪 な ど の 有 害 動 物 が 出 没 す る 場 所 に 据 え 付 け た 上 、 図 ２ の よ

う に 扉 吊 持 ワ イ ヤ ー （ ２ １ ） の 先 端 部 を 引 き 出 す 一 方 、 支 柱 （ １ ７ ） 上 の 制 御 ボ ッ ク ス （

Ｂ ） か ら ア ク チ ュ エ ー タ ー （ モ ー タ ） （ ２ ４ ） の 索 条 （ ２ ５ ） を 導 出 さ せ て 、 そ の 扉 吊 持

ワ イ ヤ ー （ ２ １ ） 側 の ス ト ッ パ ー ピ ン （ ２ ２ ） と ア ク チ ュ エ ー タ ー （ ２ ４ ） 側 の ト リ ガ ー

（ ２ ３ ） と を 係 脱 自 在 に 係 止 さ せ る こ と に よ り 、 そ の 囲 い 罠 （ Ｔ ） に お け る 出 入 口 （ １ ０

） の 開 閉 扉 （ １ １ ） を 上 昇 し た 開 扉 状 態 に 保 持 し 、 有 害 動 物 が 侵 入 で き る よ う に 準 備 す る

。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 そ し て 、 目 的 と す る 有 害 動 物 が 好 む 餌 を 、 上 記 囲 い 罠 （ Ｔ ） の 内 部 に 設 置 す る と 共 に 、
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支 柱 （ １ ７ ） 上 に お け る ネ ッ ト ワ ー ク カ メ ラ （ Ｃ ） の 監 視 用 Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ （ ２ ６ ） を 囲 い

罠 （ Ｔ ） の 内 部 や 出 入 口 （ １ ０ ） に 指 向 さ せ て 、 そ の 有 害 動 物 を 撮 影 で き る 状 態 で 待 機 す

る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 上 記 準 備 状 態 で の 待 機 中 に 、 モ ー シ ョ ン （ 動 体 ） 検 知 機 能 を 有 す る ネ ッ ト ワ ー ク カ メ ラ

（ Ｃ ） が 、 有 害 動 物 の 動 き に 反 応 し て 、 そ の 囲 い 罠 （ Ｔ ） の 内 部 へ 侵 入 し た こ と を 検 知 す

る と 、 そ の 有 害 動 物 や 囲 い 罠 （ Ｔ ） が ネ ッ ト ワ ー ク カ メ ラ （ Ｃ ） の Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ （ ２ ６ ）

に よ っ て 撮 影 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 し か も 、 そ の 撮 影 さ れ た ラ イ ブ 画 像 （ 動 画 ） は デ ジ タ ル 情 報 （ 電 子 メ ー ル ） と し て 、 上

記 ネ ッ ト ワ ー ク カ メ ラ （ Ｃ ） か ら そ の メ ー ル ア ド レ ス 格 納 部 （ ３ １ ） に 予 じ め メ ー ル ア ド

レ ス が 登 録 さ れ て い る ユ ー ザ ー 情 報 端 末 （ 携 帯 電 話 器 ） （ Ｍ ） へ 、 送 信 さ れ る こ と に な る

。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 そ の ユ ー ザ ー 情 報 端 末 （ Ｍ ） に 上 記 デ ジ タ ル 情 報 （ 電 子 メ ー ル ） を 受 信 し た 監 視 者 は 、

そ の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ な ど の 表 示 部 （ 画 像 出 力 部 ） （ ３ ８ ） に よ り ラ イ ブ 画 像 （ 動 画 ） を

閲 覧 （ モ ニ タ リ ン グ ） し て 、 上 記 囲 い 罠 （ Ｔ ） の 内 部 や 出 入 口 （ １ ０ ） の 周 辺 な ど の 様 子

、 そ の 囲 い 罠 （ Ｔ ） に 侵 入 し て い る 有 害 動 物 の 種 類 ・ 頭 数 ・ 個 体 の 大 き さ な ど を 、 自 宅 や

外 出 先 な ど の 遠 隔 地 に お い て 、 随 時 全 体 的 に 観 察 ・ 把 握 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 そ こ で 、 監 視 者 は 自 か ら 判 断 し た 適 当 な タ イ ミ ン グ の も と に 、 そ の ユ ー ザ ー 情 報 端 末 （

Ｍ ） の 操 作 に よ り イ ン タ ー ネ ッ ト （ Ｎ ） 経 由 で 上 記 ネ ッ ト ワ ー ク カ メ ラ （ Ｃ ） へ 、 そ の ネ

ッ ト ワ ー ク カ メ ラ （ Ｃ ） か ら 更 に 囲 い 罠 （ Ｔ ） の 制 御 装 置 （ マ イ ク ロ コ ン ト ロ ー ラ ー ） （

１ ２ ） へ 、 ア ク チ ュ エ ー タ ー （ ２ ４ ） の 作 動 命 令 信 号 を 送 信 （ 入 力 ） し て 、 そ の 制 御 装 置

（ １ ２ ） か ら 出 力 す る 指 示 信 号 に よ り 、 囲 い 罠 （ Ｔ ） に お け る 開 閉 扉 用 ト リ ガ ー （ ２ ３ ）

の ア ク チ ュ エ ー タ ー （ モ ー タ ） （ ２ ４ ） を 作 動 （ 回 転 運 動 ） さ せ 、 そ の 出 入 口 （ １ ０ ） を

落 下 し た 開 閉 扉 （ １ １ ） で の 閉 鎖 状 態 に 保 ち 、 有 害 動 物 を 捕 獲 す れ ば 良 い 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 上 記 実 施 形 態 の 構 成 に よ れ ば 、 モ ー シ ョ ン （ 動 体 ） 検 知 機 能 を 有 す る ネ ッ ト ワ ー ク カ メ

ラ （ Ｃ ） が 、 捕 獲 設 備 の 囲 い 罠 （ Ｔ ） に 対 す る 有 害 動 物 の 侵 入 を 検 知 し た 時 、 そ の ネ ッ ト

ワ ー ク カ メ ラ （ Ｃ ） に よ り 有 害 動 物 や 囲 い 罠 （ Ｔ ） を 撮 影 す る こ と と 、 そ の 撮 影 さ れ た ラ

イ ブ 画 像 デ ー タ （ デ ジ タ ル 情 報 ／ 電 子 メ ー ル ） を ユ ー ザ ー 情 報 端 末 （ Ｍ ） へ 送 ・ 受 信 す る

こ と が 行 わ れ る よ う に な っ て い る た め 、 監 視 者 と し て は 有 害 動 物 が 囲 い 罠 （ Ｔ ） に 侵 入 す

る ま で 、 長 時 間 に 亘 っ て モ ニ タ リ ン グ し た り 、 又 ネ ッ ト ワ ー ク カ メ ラ （ Ｃ ） に 随 時 ア ク セ

ス し た り し な く と も 、 囲 い 罠 （ Ｔ ） の 内 部 や 出 入 口 （ １ ０ ） の 周 辺 な ど の 現 況 を 即 座 に 目

視 ・ 把 握 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 又 、 上 記 捕 獲 設 備 と し て の 囲 い 罠 （ Ｔ ） は 数 多 く の 有 害 動 物 を 侵 入 さ せ 得 る 大 き さ で あ

り 、 そ の 侵 入 の 様 子 や 頭 数 、 個 体 の 大 き さ な ど を リ ア ル タ イ ム に 監 視 し な が ら 、 そ の 監 視

者 の ユ ー ザ ー 情 報 端 末 （ Ｍ ） に よ り 何 時 ・ 何 処 か ら で も 希 望 す る タ イ ミ ン グ の も と で 、 有

害 動 物 の 捕 獲 作 用 を 遠 隔 制 御 す る こ と が で き る た め 、 特 に 群 れ て 行 動 す る 野 生 動 物 の 捕 獲

に 役 立 ち 、 そ の 捕 獲 効 率 の 向 上 と 安 全 性 に 優 れ る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 更 に 、 有 害 動 物 の 画 像 や 侵 入 時 刻 な ど の 各 種 情 報 が 蓄 積 さ れ る 記 憶 部 （ ３ ４ ） を 備 え た

ネ ッ ト ワ ー ク カ メ ラ （ Ｃ ） の 採 用 に よ り 、 こ れ か ら 野 生 動 物 の 種 別 や 侵 入 時 刻 、 侵 入 回 数

、 群 れ 行 動 の 統 計 的 な 情 報 を 収 集 ・ 学 習 す れ ば 、 そ の 捕 獲 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が 容 易 と

な り 、 特 に 鹿 や 猪 な ど の 群 れ て 行 動 す る 習 性 が あ る 有 害 動 物 の 捕 獲 に 役 立 つ 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 （ １ ０ ） ・ 出 入 口
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　 （ １ １ ） ・ 開 閉 扉

　 （ １ ２ ） ・ 制 御 装 置

　 （ １ ３ ） ・ 昇 降 ガ イ ド 支 柱

　 （ １ ４ ） ・ 縁 取 り 骨 材

　 （ １ ５ ） ・ 交 錯 線 条 材

　 （ １ ６ ） ・ 傾 斜 肩 面

　 （ １ ７ ） ・ 支 柱

　 （ １ ８ ） ・ ソ ー ラ ー パ ネ ル

　 （ １ ９ ） ・ 電 源 ボ ッ ク ス

　 （ ２ ０ ） ・ バ ッ テ リ

　 （ ２ １ ） ・ 扉 吊 持 ワ イ ヤ ー

　 （ ２ ２ ） ・ ス ト ッ パ ー ピ ン

　 （ ２ ３ ） ・ ト リ ガ ー

　 （ ２ ４ ） ・ ア ク チ ュ エ ー タ ー

　 （ ２ ５ ） ・ 索 条

　 （ ２ ６ ） ・ Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ

　 （ ２ ７ ） ・ 画 像 入 力 部

　 （ ２ ８ ） ・ 画 像 処 理 部

　 （ ２ ９ ） （ ３ ６ ） ・ 通 信 部

　 （ ３ ０ ） （ ３ ５ ） ・ 中 央 制 御 部

　 （ ３ １ ） ・ メ ー ル ア ド レ ス 格 納 部

　 （ ３ ２ ） ・ モ ー シ ョ ン 検 知 部

　 （ ３ ３ ） ・ カ メ ラ 制 御 部

　 （ ３ ４ ） ・ 記 憶 部

　 （ ３ ８ ） ・ 画 像 出 力 部

　 （ Ｂ ） ・ 制 御 ボ ッ ク ス

　 （ Ｃ ） ・ ネ ッ ト ワ ー ク カ メ ラ

　 （ Ｍ ） ・ ユ ー ザ ー 情 報 端 末

　 （ Ｎ ） ・ イ ン タ ー ネ ッ ト

　 （ Ｔ ） ・ 囲 い 罠
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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